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(54)【発明の名称】 電子内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】  ビデオ信号に文字情報信号を重畳させて該文
字情報信号に基づく文字情報を被写体像と共にモニタ装
置に表示させる電子内視鏡装置であって、文字情報  を
モニタ装置に表示させる際の表示位置をユーザ側で任意
に変更し得るように構成された電子内視鏡装置を提供す
る。
【解決手段】  電子内視鏡装置は被写体像を画像信号に
光電変換するための撮像センサ２６を持つスコープ１０
と、画像信号からビデオ信号を生成する画像信号処理ユ
ニット１２と、そこで得られたビデオ信号に基づいて被
写体像を表示するモニタ装置１６とを具備する。文字情
報信号重畳手段３６はビデオ信号に文字情報信号を重畳
させて該文字情報信号に基づく文字情報を被写体像と共
にモニタ装置に表示させ、表示位置変更手段（図１７）
は文字情報をモニタ装置に表示させる際の表示位置を変
更させる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被写体像を画像信号に光電変換するため
の撮像センサを持つスコープと、該画像信号を適宜処理
してビデオ信号を生成する画像信号処理ユニットと、こ
の画像信号処理ユニットで得られたビデオ信号に基づい
て前記被写体像を表示するモニタ装置とから成る電子内
視鏡装置であって、
前記ビデオ信号に文字情報信号を重畳させて該文字情報
信号に基づく文字情報を前記被写体像と共に前記モニタ
装置に表示させる文字情報信号重畳手段と、
前記文字情報を前記モニタ装置に表示させる際の表示位
置を変更させるための表示位置変更手段を具備して成る
電子内視鏡装置。
【請求項２】  請求項１に記載の電子内視鏡装置におい
て、前記表示位置変更手段によって前記文字情報の表示
位置を変更した際の表示位置変更データを格納する表示
位置変更データ格納手段が設けられることを特徴とする
電子内視鏡装置。
【請求項３】  請求項１または２に記載の電子内視鏡装
置において、前記文字情報を前記モニタ装置に表示され
るべきか否かを選択する表示選択手段が設けられること
を特徴とする電子内視鏡装置。
【請求項４】  請求項１から３までのいずれか１項に記
載の電子内視鏡装置において、前記表示選択手段によっ
て前記文字情報の表示選択を行った際の表示選択データ
を格納する表示選択データ格納手段が設けられることを
特徴とする電子内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、光学像を画像信号
に光電変換するための撮像センサを持つスコープと、該
画像信号を適宜処理してビデオ信号を生成する画像信号
処理ユニットと、この画像信号処理ユニットで得られた
ビデオ信号に基づいて前記光学像を表示するモニタ装置
とから成る電子内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】周知のように、上述したようなスコープ
（電子内視鏡）では、撮像センサとして、固体撮像デバ
イス例えばＣＣＤ(charge-coupled device) 素子から成
るものが使用され、スコープは可撓性導管として構成さ
れる。撮像センサはスコープの遠位端に対物レンズ系と
組み合わされて設けられ、またスコープの挿入部には光
ファイバー束から成るライトガイドが挿通させられる。
スコープの近位端が画像信号処理ユニットに対して着脱
自在に接続させられるようになっており、これにより画
像信号処理ユニットが種々のタイプのスコープに対して
共用されるようになっている。
【０００３】スコープと画像信号処理ユニットとの接続
時、撮像センサは画像信号処理ユニット内の画像信号処
理回路に接続されると共にライトガイドは画像信号処理
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ユニット内の照明装置に光学的に接続される。患者の体
腔内へのスコープの挿入時にその遠位端の対物レンズ系
の前方がライトガイドからの射出光でもって照明され、
このとき対物レンズ系によって撮られた被写体が撮像セ
ンサの受光面に光学的に結像させられ、その被写体像は
撮像センサによって１フレーム分のアナログ画像信号に
光電変更される。撮像センサからは所定の時間間隔で１
フレーム分のアナログ画像信号が順次読み出されて、画
像信号処理ユニット内の画像信号処理回路に送られる。
画像信号は画像信号処理回路で適宜処理された後にビデ
オ信号としてモニタ装置に出力され、そこで被写体像が
ビデオ信号に基づいてモニタ装置に表示される。
【０００４】電子内視鏡装置では、通常、モニタ装置に
被写体像だけが表示さえるだけでなく、種々の文字情報
等も表示される。例えば、電子内視鏡装置による診断を
受けている患者についての情報、即ち、患者名、性別及
びＩＤ番号等、更には電子内視鏡装置による診断を行っ
ている医者の名前や診察二時等も表示される。このよう
な文字情報については、近年、電子内視鏡装置で得られ
る動画像の一部を静止画像として画像処理コンピュータ
に取り込んでファイリングシステムを構築することが行
われている点で必要不可欠な情報となっている。かくし
て、電子内視鏡装置の画像信号処理ユニット内には文字
情報表示制御回路が組み込まれ、この文字情報表示制御
回路を通してビデオ信号に文字情報信号が重畳され、こ
れによりモニタ装置には被写体像と共に文字情報が表示
される。
【０００５】ところで、一般的には、電子内視鏡で使用
される撮像センサの画素数は通常のＴＶ用撮像センサの
画素数に比べて少なく、このため電子内視鏡の撮像セン
サで撮られた被写体像即ち内視鏡像はモニタ装置の表示
画面の一部分だけで表示される。しかしながら、画像信
号処理ユニット内の画像信号処理回路でビデオ信号が作
成されるとき、そのビデオ信号の作成はモニタ装置の表
示画面の全体にわたって行われ、内視鏡像の表示領域以
外の領域ではビデオ信号に含まれる画像信号レベルにつ
いてはペデスタルレベルとされる。そこで、電子内視鏡
装置では、通常は、上述した種々の文字情報については
内視鏡像の表示領域以外の領域で行うこととしている。
即ち、内視鏡像お表示領域以外の領域を文字表示領域と
して利用することが行われている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】近年、電子内視鏡の撮
像センサから得られた画像信号に補間処理を施してその
画素数を増大させ、これにより内視鏡像をモニタ装置の
全表示画面で表示することが行われている。また、ＣＣ
Ｄ等の固体撮像素子の高密度化により、電子内視鏡で使
用するような小型の撮像センサでも数十万画素を持つも
のが開発されており、この場合には該撮像センサから得
られた画像信号だけで内視鏡像をモニタ装置の全表示画
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面に表示することが可能である。
【０００７】このように内視鏡像がモニタ装置の全表示
画面で表示される場合、文字情報は必然的に内視鏡像上
に重畳される。この場合、従来では、個々の文字情報の
表示位置は電子内視鏡装置の設計段階で決定され、個々
の文字情報の表示位置は固定されたものとなっている。
勿論、個々の文字情報の表示位置についてはユーザ側の
要望に応じて決め得るけれども、一旦決定された文字情
報の表示位置はユーザ側で変えることはできず、その後
に文字情報表示位置を変更するためには、文字情報の表
示位置の再設定を電子内視鏡装置の製造側で行わなけれ
ばならない。
【０００８】一方、電子内視鏡装置が多数の医者によっ
て共用される場合には、個々の医者によって文字情報の
表示位置を変えることが要望され得るが、個々の医者の
要望に応じて文字情報の表示位置の変更を電子内視鏡装
置の製造側で行うことは事実上不可能である。
【０００９】従って、本発明の目的は、被写体像を画像
信号に光電変換するための撮像センサを持つスコープ
と、画像信号を適宜処理してビデオ信号を生成する画像
信号処理ユニットと、この画像信号処理ユニットで得ら
れたビデオ信号に基づいて被写体像を表示するモニタ装
置とから成り、ビデオ信号に文字情報信号を重畳させて
該文字情報信号に基づく文字情報を被写体像と共にモニ
タ装置に表示させ得るように構成された電子内視鏡装置
であって、文字情報をモニタ装置に表示させる際の表示
位置をユーザ側で任意に変更し得るように構成された電
子内視鏡装置を提供することである。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明による電子内視鏡
装置は、被写体像を画像信号に光電変換するための撮像
センサを持つスコープと、該画像信号を適宜処理してビ
デオ信号を生成する画像信号処理ユニットと、この画像
信号処理ユニットで得られたビデオ信号に基づいて被写
体像を表示するモニタ装置とから成る。本発明によれ
ば、このような電子内視鏡装置において、ビデオ信号に
文字情報信号を重畳させて該文字情報信号に基づく文字
情報を被写体像と共にモニタ装置に表示させる文字情報
信号重畳手段と、文字情報をモニタ装置に表示させる際
の表示位置を変更させるための表示位置変更手段とが設
けられる。
【００１１】本発明による電子内視鏡装置の好ましい実
施形態にあっては、表示位置変更手段によって文字情報
の表示位置を変更した際の表示位置変更データを格納す
る表示位置変更データ格納手段が設けられる。また、文
字情報をモニタ装置に表示させるべきか否かを選択する
表示選択手段を設けてもよく、この場合には表示選択手
段によって文字情報の表示選択を行った際の表示選択デ
ータを格納する表示選択データ格納手段を設けることが
好ましい。
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【００１２】
【発明の実施の形態】次に、本発明による電子内視鏡装
置の一実施形態について添付図面を参照して説明する。
【００１３】先ず、図１を参照すると、本発明による電
子内視鏡装置全体が概略的に示されている。電子内視鏡
装置は可撓性導管から構成されたスコープ１０と、プロ
セッサと呼ばれる画像信号処理ユニット１２とから成
り、スコープ１０の近位端は接続コネクタ１４を介して
画像信号処理ユニット１２に着脱自在に接続されるよう
になっている。即ち、スコープ１０としては、種々のス
コープ、例えば、気管支スコープや消化器内視鏡（食道
スコープ、胃スコープ、大腸スコープ等）があり、画像
信号処理ユニット１２はそれら種々のスコープによって
共有される。
【００１４】スコープ１０の遠位端には固体撮像素子例
えばＣＣＤ素子から成る撮像センサが設けられ、この撮
像センサは対物レンズ系と組み合わされ、該撮像センサ
は画像信号処理ユニット１２へのスコープ１０の接続時
に画像信号処理ユニット１２内に設けられた画像信号処
理回路に接続される。また、スコープ１０内には光ファ
イバ束から成るライトガイドが挿通させられ、このライ
トガイドの遠位端はスコープ１０の遠位端まで延び、一
方ライトガイドの近位端は画像信号処理ユニット１２へ
のスコープ１０の接続時に画像信号処理ユニット１２内
に設けられた照明装置に光学的に接続される。
【００１５】患者の体腔内へのスコープ１０の挿入時に
その遠位端の対物レンズ系の前方がライトガイドからの
射出光で照明され、このとき対物レンズ系によって撮ら
れた被写体が撮像センサの受光面に被写体像即ち内視鏡
像として結像させられ、その内視鏡像は撮像センサによ
って１フレーム分のアナログ画像信号に光電変換され
る。撮像センサからは所定の時間間隔で１フレーム分の
アナログ画像信号が順次読み出されて画像信号処理ユニ
ット１２内の画像信号処理回路に送られ、そこで適宜処
理された後にビデオ信号としてＴＶモニタ装置１６に対
して出力され、その表示画面に内視鏡像がビデオ信号に
基づいて表示される。図１に示すように、画像信号処理
ユニット１２にはキーボード１８が接続され、後述する
ように、このキーボード１８を操作することにより、種
々の指令信号や種々のデータ等が画像信号処理ユニット
１２に対して入力される。また、画像信号処理ユニット
１２の筐体の壁面の適当な箇所にはフロントパネル２０
が設けられ、このフロントパネル２０には画像信号処理
ユニット１２の電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチやその他の種
々のスイッチ等が設けられる。
【００１６】図２を参照すると、電子内視鏡装置のシス
テム全体がブロック図として概略的に示される。同図に
示すように、画像信号処理ユニット１２はシステムコン
トローラ２２を具備し、このシステムコントローラ２２
は例えばマイクロコンピュータから構成される。即ち、
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システムコンピュータ２２は中央演算処理ユニット（Ｃ
ＰＵ）、種々のルーチンを実行するためのプログラム、
定数等を格納する読出し専用メモリ（ＲＯＭ）、データ
等を一時的に格納する書込み／読出し自在なメモリ（Ｒ
ＡＭ）及び入出力インターフェース（Ｉ／Ｏ）等から成
り、電子内視鏡装置の作動全般がシステムコントローラ
２２によって制御される。
【００１７】なお、図２では、スコープ１０の遠位端に
設けられた上述の撮像センサが参照符号２４で示され、
スコープ１０内に設けられた上述のライトガイドは参照
符号２６を付した一点鎖線として示され、また同図で
は、画像信号処理ユニット１２内に設けられた上述の照
明装置は参照符号２８で全体的に示され、画像信号処理
ユニット１２内に設けられた上述の画像信号処理回路は
参照符号３０で示される。
【００１８】照明装置２８は、白色光源ランプ２８Ａ
と、この白色光源ランプ２８Ａに給電を行うランプ電源
回路２８Ｂと、白色光源ランプ２８Ａに組み込まれた絞
り２８Ｃと、ランプ電源回路２８Ｂの動作及び絞り２８
Ｃの絞り作動を制御する照明制御回路２８Ｄとから成
る。白色光源ランプ２８Ａとしては、例えば、ハロゲン
ランプ、キセノンランプ等が使用され、ランプ電源回路
２８Ｂはそのような白色光源ランプを点灯させるに必要
な所定の高電圧を出力するように構成される。なお、ラ
ンプ電源回路２８Ｂ自体は商用電源回路から給電され
る。絞り２８Ｃは照明光源ランプ２８Ａから射出される
光量を調整するための開口と、この開口の径を変化させ
るアクチュエータとから成る。照明制御回路２８Ｄはシ
ステムコントローラ２２の制御下で動作させられ、これ
によりランプ電源回路２８Ｂによる白色光源ランプのオ
ン／オフ制御や絞り２８Ｃのアクチュエータの作動が制
御される。
【００１９】ライトガイド２３の近位端が画像信号処理
ユニット１２へのスコープ１０の接続時に画像信号処理
ユニット１２内の照明装置２８に光学的に接続されるこ
とは既に述べたが、これについて具体的に説明すると、
ライトガイド２３の近位端にはライト・ガイド・プラグ
が取り付けられ、このライト・ガイド・プラグは画像信
号処理ユニット１２へのスコープ１０の接続時に画像信
号処理ユニット１２の筐体に装着された接続アダプタに
挿入され、このとき該ライト・ガイド・プラグが絞り２
８Ｃの開口に適当な集光レンズ（図示されない）を介し
て光学的に接続され、かくして白色光源ランプ２８Ａか
らの白色光がスコープ１０の遠位端まで導かれ、その遠
位端の前方が照明されることになる。
【００２０】図２に示すように、スコープ１０のコネク
タ１４内にはＣＣＤドライバ３２が組み込まれ、画像信
号処理ユニット１２へのスコープ１０の接続時、撮像セ
ンサ２６はＣＣＤドライバ３２を介して画像信号処理回
路３０に接続される。本実施形態では、撮像センサ２６
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は被写体像をカラー画像として撮影することが可能であ
り、該被写体像を例えば赤、緑及び青の三原色アナログ
画素信号として光電変換するようになっている。撮像セ
ンサ２６で光源変換された１フレーム分の三原色アナロ
グ画素信号はＣＣＤドライバ３２によって順次読み出さ
れて画像信号処理回路３０に送られる。撮像センサ２６
から順次送られてくる三原色アナログ画素信号は画像信
号処理回路３０によって適宜処理された後にそこからア
ナログカラービデオ信号としてモニタ装置１６に対して
出力される。
【００２１】画像信号処理回路３０での三原色アナログ
画素信号の処理は所定のタイミングで行われ、このため
画像信号処理ユニット１２内にはタイミングコントロー
ラ３４が設けられる。タイミングコントローラ３４はシ
ステムコントローラ２２の制御下で動作させられ、タイ
ミングコントローラ３４からは種々の周波数のクロック
パルスが発生させられ、これらクロックパルスに従って
三原色アナログ画素信号の処理が行われる。
【００２２】詳しく述べると、図３に示すように、画像
信号処理回路３０には画像処理回路３０

1 
、アナログ／

デジタル（Ａ／Ｄ）変換器３０
2
0及びフレームメモリ３

０
3
が設けられる。撮像センサ２６から順次送られてく

る三原色アナログ画素信号は先ず画像処理回路３０
1 
に

入力され、そこで適当な画像処理、例えばガンマ補正処
理やホワイトバランス処理等を受ける。次いで、Ａ／Ｄ
変換器３０

2 
により三原色デジタル画素信号に変換され

てフレームメモリ３０
3 
に一旦書き込まれる。アナログ

／デジタル（Ａ／Ｄ）変換器３０
2 
でのＡ／Ｄ変換処理

はタイミングコントローラ３２から出力される所定周波
数のクロックパルスに従って行われ、またフレームメモ
リ３０

3 
への三原色デジタル画素信号の書込みもタイミ

ングコントローラ３２から出力される所定周波数のクロ
ックパルスに従って行われる。
【００２３】フレームメモリ３０

3 
に一旦書き込まれた

三原色デジタル画素信号はそれぞれ赤色デジタル画素信
号（Ｒ）、緑色デジタル画素信号（Ｇ）及び青色デジタ
ル画素信号（Ｂ）として同時に所定のタイミングで該フ
レームメモリ３０

3 
から読み出され、このとき各色のデ

ジタル画素信号の読出しはタイミングコントローラ３２
から出力される所定周波数のクロックパルスに従って行
われる。また、本実施形態では、緑色デジタル画素信号
（Ｇ）には複合同期信号（Ｓｙｎ）が付加され、この複
合同期信号はタイミングコントローラ３４から得られ
る。要するに、本実施形態にあっては、三原色デジタル
画素信号はフレームメモリ３０

3 
からデジタルコンポー

ネントビデオ信号（Ｒ、Ｇ＋Ｓｙｎ、Ｂ）として読み出
される。
【００２４】図３に示すように、画像信号処理回路３０
には更に３つのデジタル／アナログ（Ｄ／Ａ）変換器３
０Ｒ、３０Ｇ及び３０Ｂが設けられ、またそれらＤ／Ａ
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7
変換器とフレームメモリ３０

3 
との間にはスイッチ回路

４０
4 
が介在させられる。スイッチ回路３０

4 
はシステ

ムコントローラ２２の制御下でオン／オフ動作させられ
る。スイッチ回路３０

4 
がオンされているとき、各Ｄ／

Ａ変換器はデジタルコンポーネントビデオ信号（Ｒ、Ｇ
＋Ｓｙｎ、Ｂ）のうちの対応した信号成分をアナログ信
号に変換する。即ち、Ｄ／Ａ変換器３０Ｒ、３０Ｇ及び
３０Ｂからはアナログコンポーネントビデオ信号が出力
されてモニタ装置１６に送られ、モニタ装置１６ではそ
のアナログコンポーネントビデオ信号（Ｒ、Ｇ＋Ｓｙ
ｎ、Ｂ）に基づいて内視鏡像が表示される。図３から明
らかなように、各Ｄ／Ａ変換器（３０Ｒ、３０Ｇ、３０
Ｂ）でのＤ／Ａ変換処理もタイミングコントローラ３４
から出力される所定周波数のクロックパルスに従って行
われる。
【００２５】なお、スイッチ回路３０

4 
がオフされたと

き、Ｄ／Ａ変換器３０Ｒ、３０Ｇ及び３０Ｂへのデジタ
ルコンポーネントビデオ信号（Ｒ、Ｇ＋Ｓｙｎ、Ｂ）の
出力が中断され、このときモニタ装置１６での内視鏡像
の表示は行われない。
【００２６】モニタ装置１６の表示画面上に内視鏡像上
に文字情報を表示させるために、画像信号処理ユニット
１２には文字情報表示回路３６が設けられ、この文字情
報表示回路３６はシステムコントローラ２２の制御下で
動作させられる。図３に詳しく図示するように、文字情
報表示回路（キャラクタジェネレータ）３６は制御回路
３８及びキャラクタＲＯＭ４０から成り、制御回路３８
はマイクロコンピュータとして構成され、そこにはビデ
オＲＡＭ４２が設けられる。
【００２７】ビデオＲＡＭ４２の所定アドレスに文字コ
ードデータが書き込まれると、制御回路３８はその文字
コードデータをキャラクタＲＯＭ４０に対して出力す
る。キャラクタＲＯＭ４０では、該文字コードデータに
応じた文字パターン信号が発生させられ、この文字パタ
ーン信号は制御回路３８に送られ、そこで赤色文字パタ
ーン信号成分、緑色文字パターン信号成分及び青色文字
パターン信号成分に分けられる。これら三原色の文字パ
ターン信号成分は所定のタイミングで画像信号処理回路
３０のスイッチ回路３０

4 
からの信号ラインに対して出

力される。従って、スイッチ回路３０
4 
がオンされてい

るとき、各文字パターン信号成分はデジタルコンポーネ
ントビデオ信号のそれぞれの信号成分に重畳させられる
ので、モニタ装置１６の表示画面の内視鏡像上には文字
情報が表示される。一方、スイッチ回路３０

4 
がオフさ

れているときは、モニタ装置１６の表示画面には文字情
報だけが表示される。
【００２８】制御回路３８から画像信号処理回路３０へ
の文字パターン信号成分の出力はタイミングコントロー
ラ３４からの出力される所定周波数のクロックパルスに
従って周期的に行われ、そのクロックパルスの出力タイ

8
ミングは該文字パターン信号成分に対応した文字コード
データがビデオＲＡＭ４２に格納される際のアドレスに
よって決まる。勿論、クロックパルスの出力タイミン
グ、即ち文字パターン信号成分の出力タイミングに応じ
て、モニタ装置１６の表示画面上での文字情報の表示位
置が決まるので、ビデオＲＡＭ４２のアドレスとモニタ
装置１６の表示画面上での文字情報の表示位置とは互い
に対応した関係となっている。要するに、文字コードデ
ータがビデオＲＡＭ４２の所定アドレスに格納される
と、その文字コードデータに対応した文字情報が該所定
アドレスに応じてモニタ装置１６の表示画面上の所定位
置に表示される。
【００２９】図２及び図３に示すように、システムコン
トローラ２２は例えばＥＥＰＲＯＭ(electrically eras
able programable read only memory)のような不揮発性
メモリ４４を備え、この不揮発性メモリ４４にはビデオ
ＲＡＭ４２に出力されるべき文字コードデータが格納さ
れ、不揮発性メモリ４４からは文字コードデータが必要
に応じて読み出され、ビデオＲＡＭ４２の該当アドレス
に書き込まれる。
【００３０】詳述すると、図４に示すように、不揮発性
メモリ４４は、モニタ表示用メモリ領域ＭＲと、リスト
表示用メモリ領域ＬＲと、10個の表示項目選択用メモリ
領域ＩＲ

1 
ないしＩＲ

10
と、10個の表示位置選択用メモ

リ領域ＰＲ
1 
ないしＰＲ

10
とに区分される。モニタ表示

用メモリ領域ＭＲにはビデオＲＡＭ４２の全アドレスに
対応したアドレスが設定され、モニタ装置１６に表示さ
れるべき文字情報に対応した文字コードデータはモニタ
表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納された後、
その文字コードデータはシステムコントローラ２２によ
って読み出されてビデオＲＡＭ４２の対応アドレスに書
き込まれる。
【００３１】図５を参照すると、モニタ装置１６の通常
表示画面の一例が示され、同図に示すように、この例で
は、文字情報として、“ＮＡＭＥ：”、“ＩＤ：”、
“ＡＧＥ：”、“ＴＹＰＥ：”、“ＣＯＭＭＥＮ
Ｔ：”、“ＳＥＸ：”、“ＦＡＣＩＬＩＴＹ：”、“Ｄ
ｒ：”、“９９／０９／２５”及び“１０：５０：３
１”がモニタ装置１６に内視鏡像と共に表示され、この
とき文字情報に対応する文字コードデータのそれぞれは
ビデオＲＡＭ４２の所定アドレスに書き込まれているだ
けでなく、不揮発性メモリ４４のモニタ表示用メモリ領
域ＭＲの所定アドレスにも格納されている。
【００３２】ここで、図５に例示した種々の文字情報に
ついて説明すると、文字情報“ＮＡＭＥ：”は患者名を
表す固定文字情報であり、この固定文字情報の後には図
６に示すように例えば患者名“ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ”が
可変文字情報として表示される。文字情報“ＩＤ：”は
患者のＩＤ番号を表す固定文字情報であり、この固定文
字情報の後には例えばＩＤ番号“００６”が可変文字情
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9
報として表示される。文字情報“ＡＧＥ：”は患者の年
齢を表す固定文字情報であり、この固定文字情報の後に
は例えば年齢“２５”が可変文字情報として表示され
る。文字情報“ＴＹＰＥ：”は使用されるスコープ１０
の種類を表す固定文字情報であり、スコープ１０が例え
ば胃スコープであれば、該固定文字情報の後には“ＧＡ
ＳＴＲＯ”が可変文字情報として表示される。文字情報
“ＣＯＭＭＥＮＴ：”は電子内視鏡装置による診察時の
診察評を表す固定文字情報であり、この固定文字情報に
続く診断評書込み領域（“…”で表す）には、診断評が
可変文字情報として表示される。文字情報“ＳＥＸ：”
は患者の性別を表す固定文字情報であり、患者が男性で
あれば、該固定文字情報の後には、例えば、男性を表す
“Ｆ”が可変文字情報として表示され、もし患者が女性
であれば、該固定文字情報の後には女性を表す“Ｍ”が
可変文字情報として表示される。文字情報“ＦＡＣＩＬ
ＩＴＹ：”は病院名を表す固定文字情報であり、この固
定文字情報の後には例えば病院名“ＡＳＡＨＩ  ＣＬＩ
ＮＩＣ”が可変文字情報として表示される。文字情報
“Ｄｒ：”は電子内視鏡装置の取り扱う医者の名前を表
す固定文字情報であり、この固定文字情報の後には、例
えば、医者の名前“ＨＡＹＡＳＨＩ”が可変文字情報と
して表示される。
【００３３】以上述べたように可変文字情報の表示につ
いては、看護婦等の補助者がキーボード１８を介して文
字コードデータを入力することにより行われる。図５に
示すようなモニタ装置１６の通常表示画面には参照符号
４６で示すようなカーソルが点滅表示される。即ち、図
５に示す例では、カーソル４６は固定文字情報“ＮＡＭ
Ｅ：”に隣接して位置させられ、この状態で患者名“Ｔ
ＡＫＡＨＡＳＨＩ”に対応する文字コードデータがキー
ボード１８上の文字入力キーの操作によりシステムコン
トローラ２２に入力されると、システムコントローラ２
２により、その文字コードデータが不揮発性メモリ４４
のモニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納さ
れると共にそこからビデオＲＡＭ４２の対応アドレスに
書き込まれ、これによりモニタ装置１６の通常表示画面
には“ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ”が図６に示すように表示さ
れる。キーボード１８上に設けられた４つのシフトキ
ー、即ち上シフトキー４８Ｕ、下シフトキー４８Ｄ、左
シフトキー４８Ｌ及び右シフトキー４８Ｒ（図１）を適
宜操作することにより、カーソル４６は固定文字情報
“ＩＤ：”、“ＡＧＥ：”、“ＴＹＰＥ：”、“ＳＥ
Ｘ：”等のそれぞれに隣接した位置に移動させることが
可能であり、かくして、図６に示すように、可変文字情
報“ＴＡＫＡＨＡＳＨＩ”の場合と同様な態様で可変文
字情報“００６”、“２５”、“ＧＡＳＴＲＯ”、
“Ｆ”等がそれぞれの固定文字情報に続いて表示され
る。
【００３４】なお、モニタ装置１６の通常表示画面に表

10
示される文字（数字）情報“９９／０９／２５”及び
“１０：５０：３１”はそれぞれ日付及び時刻を示す可
変文字情報であり、これら可変文字情報に対応した数字
コードデータはシステムコントローラ２２内の内蔵時計
に基づいてシステムコントローラ２２から出力されて、
モニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納され
た後にビデオＲＡＭ４２の対応アドレスに書き込まれ
る。これら可変文字情報に対応した個々の数字コードデ
ータはシステムコントローラ２２内の内蔵時計に従って
更新される。
【００３５】図５に示す例では、モニタ装置１６の表示
画面にはその水平方向及び垂直方向にそれぞれ70文字及
び50文字が表示されるようになっている。従って、同図
に示すように、Ｘ－Ｙ座標系を設定した場合、各文字情
報の先頭文字の表示位置についてはＸＹ座標で表すこと
が可能である、例えば、固定文字情報“ＮＡＭＥ”の先
頭文字“Ｎ”の表示位置はＸＹ座標（00; 49）で表さ
れ、また日付“９９／０９／２５”の先頭文字“９”は
ＸＹ座標（62; 49）で表せる。このような各文字情報の
先頭文字のＸＹ座標はその先頭文字の文字コードデータ
のアドレスと対応させられ、そのような対応関係は一次
元マップとしてシステムコントローラ２２に設けられ
る。
【００３６】図５に示すような文字情報の配置は標準化
されたものであり、これら文字情報の配置については電
子内視鏡の使用者（医者）の好みに応じて任意に変更す
ることが可能であり、しかも個々の文字情報を表示すべ
きか否かについても任意に選択することが可能である。
更には、個々の医者によって設定された文字情報の表示
位置データ並びに個々の医者によって選択された文字情
報の表示選択データは個々の医者毎に不揮発性メモリ４
４に保存される。従って、個々の医者が電子内視鏡を使
用するとき、文字情報の表示はその医者の好みに応じて
行われる。本実施形態では、電子内視鏡を10人の医者に
よって共用することが想定され、個々の医者によって設
定された表示位置データはその文字情報に対応した文字
コードデータと共にアドレスデータとして表示位置選択
用メモリ領域ＰＲ

1 
ないしＰＲ

10
のうちの１つに格納さ

れ、個々の医者によって選択された表示選択データは該
表示位置データに対応した表示項目選択用メモリ領域
（ＩＲ

1 
～ＩＲ

10
）にフラグデータとして格納される。

例えば、図５及び図６に示すように、医者名“ＨＡＹＡ
ＳＨＩ”で特定される医者が文字情報の表示位置データ
を設定したとき、その表示位置データが該文字情報に対
応した文字コードデータと共にアドレスデータとして表
示位置選択用メモリ領域ＰＲ

1 
に格納され、またその医

者によって選択された表示選択データは表示位置選択用
メモリ領域ＰＲ

1 
に対応した表示項目選択用メモリ領域

ＩＲ
1 
にフラグデータとして格納される。

【００３７】要するに、図５に示す文字情報の表示例に
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あっては、個々の文字情報に対応した文字コードデータ
が表示位置選択用メモリ領域ＰＲ

1 
から読み出されたと

き、そのアドレスデータも同時に読み出され、該文字コ
ードデータがモニタ表示用メモリ領域ＲＭの所定アドレ
スに格納されるとき、その所定アドレスは該アドレスデ
ータに基づいて決められる。勿論、既に述べたように、
モニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに文字コー
ドデータが格納されると、その文字コードデータはビデ
オＲＡＭ４２の対応アドレスに書き込まれる。かくし
て、モニタ装置１６には図５に示すように個々の文字情
報が所定の表示位置で表示される。
【００３８】キーボード１８上の機能キーの１つにモニ
タ装置１６の表示画面の表示切換機能が与えられ、その
機能キーは図１では参照符号５０

1 
で示される。このよ

うな機能キー即ち表示切換キー５０
1 
が押下されると、

モニタ装置１６の表示画面は図５及び図６に示すような
通常表示画面から図７に示すような第１の文字情報表示
画面に切り換えられる。第１の文字情報表示画面には内
視鏡像は表示されず、図７に示すような文字情報だけが
表示され、これら文字情報に対応する文字コードデータ
は不揮発性メモリ４４のリスト表示用メモリ領域ＬＲに
格納される。
【００３９】図８を参照すると、リスト表示用メモリ領
域ＬＲが模式的に示され、このリスト表示用メモリ領域
ＬＲは文字コードデータ格納領域ＬＲＣと選択フラグデ
ータ書込み領域ＬＲＦとに分けられる。文字コードデー
タ格納領域ＬＲＣには図７に示すような個々の文字情報
に対応した文字コードデータがアドレスデータと共に格
納され、選択フラグデータ書込み領域ＬＲＦには10個の
選択フラグＳＦ

1 
ないしＳＦ

10
がフラグデータとして格

納される。
【００４０】表示切換キー５０

1 
が押下されると、ビデ

オＲＡＭ４２が一旦クリアされ、その後に文字コードデ
ータ格納領域ＬＲＣから文字コードデータがそのアドレ
スデータと共に読み出され、次いで文字コードデータは
そのアドレスデータに基づいてモニタ表示用メモリ領域
ＭＲの所定アドレスに格納され、続いて文字コードデー
タはビデオＲＡＭ４２の該当アドレスに書き込まれる。
かくして、モニタ装置１６の表示画面即ち第１の文字情
報表示画面には該文字コードデータに対応した文字情報
が図７に示すように所定位置に表示される。
【００４１】図７に示す第１の文字情報表示画面には電
子内視鏡を共用すべく登録された医者の名前がリストと
して表示される。文字情報“ＤＯＣＴＯＲ  ＬＩＳＴ”
及び“１．”ないし“１０．”は固定文字情報であり、
医者名を表す文字情報“ＨＡＹＡＳＨＩ”、“ＡＫＩＺ
ＡＷＡ”、“ＨＡＲＡＤＡ”、“ＮＩＮＯＭＩＹＡ”、
“ＮＡＭＩＫＩ”、“ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ”及び“ＩＳ
ＨＩＭＵＲＡ”は可変文字情報である。本実施形態で
は、第１の文字情報表示画面には10名の医者名を登録す

12
ることが可能であり、図７に示す例では、７名の医者が
登録されている。要するに、固定文字情報“１．”ない
し“１０．”は医者の登録番号を表し、登録番号
“１．”ないし“７．”に登録された医者の名前はそれ
ぞれ“ＨＡＹＡＳＨＩ”、“ＡＫＩＺＡＷＡ”、“ＨＡ
ＲＡＤＡ”、“ＮＩＮＯＭＩＹＡ”、“ＮＡＭＩＫ
Ｉ”、“ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ”及び“ＩＳＨＩＭＵＲ
Ａ”となり、登録番号“８．”ないし“１０．”は未登
録となる。
【００４２】図７に示す第１の文字情報表示画面では、
登録医者名の選択が行われ、この選択は登録医者名の下
にカーソル４６を移動させることによって行われる。即
ち、カーソル４６の移動は上下シフトキー４８Ｕ及び４
８Ｄの押下操作によって行われ、これにより登録医者名
の１つが選択される。
【００４３】リスト表示用メモリ領域ＬＲの選択フラグ
データ書込み領域ＬＲＦに格納された10個の選択フラグ
ＳＦ

1 
ないしＳＦ

10
は登録番号“１．”ないし“１

０．”にそれぞれ対応し、カーソル４６の移動によって
登録医者名（即ち、登録番号）が選択されると、その登
録番号に対応した選択フラグ（ＳＦ

1 
～ＳＦ

10
）だけに

フラグデータ“１”が与えられ、その他の選択フラグ
（ＳＦ

1 
～ＳＦ

10
）のすべてにはフラグデータ“０”が

与えられる。例えば、図７に示した例では、選択フラグ
ＳＦ

1 
だけが“１”とされ、その他の選択フラグＳＦ

2 

ないしＳＦ
10
は“０”とされ、カーソル４６が登録医者

名“ＨＡＹＡＳＨＩ”から“ＡＫＩＺＡＷＡ”に移動さ
せられると、選択フラグＳＦ

2 
だけが“１”とされ、そ

の他の選択フラグＳＦ
1 
、ＳＦ

3 
ないしＳＦ

10
は“０”

とされる。
【００４４】選択フラグＳＦ

1 
ないしＳＦ

10
は不揮発性

メモリ４４の表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
1 
ないしＩ

Ｒ
10
のそれぞれに対応させられ、また表示位置選択用メ

モリ領域ＰＲ
1 
ないしＰＲ

10
のそれぞれにも対応させら

れ、これによりモニタ装置１６の表示画面が通常表示画
面とされた際にその通常表示画面に表示されるべき文字
情報の表示選択及び文字情報の表示位置が個々の医者の
好みに応じたものとされる。図７に示す例では、登録医
者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”が選択されているので（ＳＦ

1 

＝１）、モニタ装置１６の表示画面が第１の文字情報表
示画面から通常表示画面に復帰させられると、通常表示
画面での文字情報の表示は不揮発性メモリ４４の表示項
目選択用メモリ領域ＩＲ

1 
に格納された表示選択データ

と表示位置選択用メモリ領域ＰＲ
1 
に格納された表示位

置データとに基づいて行われる。勿論、例えば、登録者
名“ＮＡＭＩＫＩ”が選択されていれば、選択フラグＳ
Ｆ
5 
だけが“１”とされ、このとき通常表示画面での文

字情報の表示は表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
5 
に格納

された表示選択データと表示位置選択用メモリ領域ＰＲ

5 
に格納された表示位置データとに基づいて行われる。
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【００４５】なお、モニタ装置１６の第１の文字情報表
示画面から通常表示画面への復帰については、画面復帰
機能を与えられた機能キー５０

2 
（図１）の押下操作に

よって行われる。
【００４６】また、図７に示す第１の文字情報表示画面
では、登録医者名の追加、変更及び削除も行われ、この
ような登録医者名の追加、変更及び削除についてはキー
ボード１８に設けられた上下シフトキー４８Ｕ及び４８
Ｄ並びに文字入力キーを操作することによって行われ
る。
【００４７】図７に示す登録医者名リストに新たな医者
名を追加登録する場合には、先ず、上シフトキー４８Ｄ
を押下操作してカーソル４６を登録番号“１．”から登
録番号“８．”まで移動させ（勿論、このとき選択フラ
グＳＦ

8 
は“１”となる）、そこで例えば新たな医者名

“ＮＡＫＡＭＵＲＡ”に相当する文字コードデータをキ
ーボード１８の操作によって入力すると、その文字コー
ドデータはシステムコントローラ２２によってリスト表
示用メモリ領域ＬＲの文字コードデータ格納領域ＬＣＲ
（図８）の所定アドレスに格納され、続いて該文字コー
ドデータはビデオＲＡＭ４２の該当アドレスにも書き込
まれ、これにより第１の文字情報表示画面の登録番号
“８．”には新たな登録医者名“ＮＡＫＡＭＵＲＡ”が
追加表示される。
【００４８】また、図７に示す登録医者名リストで登録
医者名“ＨＡＲＡＤＡ”を例えば別の医者名“ＴＡＮＡ
ＫＡ”に変更する場合、カーソル４６を登録番号
“１．”から登録番号“３．”まで移動させ（勿論、こ
のとき選択フラグＳＦ

3 
は“１”となる）、そこで医者

名“ＴＡＮＡＫＡ”に相当する文字コードデータをキー
ボード１８の操作によって入力すると、その文字コード
データはシステムコントローラ２２によって文字コード
データ格納領域ＬＲＣ（図８）の所定アドレス（即ち、
“ＨＡＲＡＤＡ”に対応する文字コードデータの格納ア
ドレス）に上書され格納され、続いて該文字コードデー
タはビデオＲＡＭ４２の該当アドレスにも上書され、こ
れにより第１の文字情報表示画面の登録番号“３．”で
の登録医者名の表示は“ＨＡＲＡＤＡ”から“ＴＡＮＡ
ＫＡ”に変更される。
【００４９】図７に示す登録医者名リストから例えば登
録医者名“ＩＳＨＩＭＵＲＡ”を削除する場合、カーソ
ル４６を登録番号“１．”から登録番号“７．”まで移
動させ（勿論、このとき選択フラグＳＦ

7 
は“１”とな

る）、そこで登録医者名“ＩＳＨＩＭＵＲＡ”をキーボ
ード１８の操作によって消去すると、“ＩＳＨＩＭＵＲ
Ａ”に対応する文字コードデータが文字コードデータ格
納領域ＬＲＣ（図８）の該当アドレスから消去されると
共にビデオＲＡＭ４２の対応アドレスからも消去され、
これにより第１の文字情報表示画面の登録番号“７．”
から登録医者名“ＩＳＨＩＭＵＲＡ”が削除される。
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【００５０】モニタ装置１６の表示画面が図７に示すよ
うな第１の文字情報表示画面とされているとき、表示切
換キー５０

1 
が押下されると、モニタ装置１６の表示画

面は第１の文字情報表示画面から図９に示すような第２
の文字情報表示画面に切り換えられる。第２の文字情報
表示画面にも内視鏡像は表示されず、図９に示すような
文字情報だけが表示され、これら文字情報に対応する文
字コードデータは不揮発性メモリ４４の表示項目選択用
メモリ領域ＩＲ

1 
ないしＩＲ

10
のそれぞれに格納され

る。
【００５１】図１０を参照すると、表示項目選択用メモ
リ領域ＩＲ

1 
ないしＩＲ

10
の１つが模式的に示され、同

図に示すように、各表示項目選択用メモリ領域（ＩＲ
1 

～ＩＲ
10
）は文字コードデータ格納領域ＩＲＣと選択フ

ラグデータ書込み領域ＩＲＦとに分けられる。文字コー
ドデータ格納領域ＩＲＣには図９に示すような個々の文
字情報に対応した文字コードデータがアドレスデータと
共に格納され、選択フラグデータ書込み領域ＩＲＦに
は、ＯＮ／ＯＦＦフラグＦ

NA
、Ｆ

ID
、Ｆ

AG
、Ｆ

TY
、

Ｆ
CO
、Ｆ

SE
、Ｆ

FA
、Ｆ

Dr
、Ｆ

DA
及びＦ

TI
がフラグデータ

として格納される。
【００５２】モニタ装置１６の表示画面が図７に示すよ
うな第１の文字情報表示画面とされている状態で表示切
換キー５０

1 
が押下されると、ビデオＲＡＭ４２が一旦

クリアされ、その後に表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
1 

ないしＩＲ
10
のいずれかの文字コードデータ格納領域Ｉ

ＲＣから文字コードデータがそのアドレスデータと共に
読み出され、次いで文字コードデータはそのアドレスデ
ータに基づいてモニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アド
レスに格納され、続いて文字コードデータはビデオＲＡ
Ｍ４２の該当アドレスに書き込まれる。かくして、モニ
タ装置１６の表示画面即ち第２の文字情報表示画面には
該文字コードデータに対応する文字情報が所定位置に表
示される。例えば、図７に示す第１の文字情報表示画面
で登録医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”が選択されている場合
には（ＳＦ

1 
＝１）、モニタ装置１６の表示画面が第１

の文字情報表示画面から第２の文字情報表示画面に切り
換えられると、第２の文字情報表示画面上での文字情報
の表示は表示項目選択用メモリ領域ＩＲ

1 
の文字コード

データ格納領域ＩＲＣに格納された文字コードデータ及
びそのアドレスデータに基づいて行われる。勿論、もし
登録医者名“ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ”が選択されている場
合には（ＳＦ

6 
＝１）、第２の文字情報表示画面上での

文字情報の表示は表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
6 
の文

字コードデータ格納領域ＩＲＣに格納された文字コード
データ及びそのアドレスデータに基づくものとなる。
【００５３】図９に示す第２の文字情報表示画面では、
モニタ装置１６の表示画面が通常表示画面とされている
際にその通常表示画面上に表示されるべき文字情報の選
択が行われる。このような文字情報の選択は登録医者名
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によって特定される医者の指示に基づいて行われる。な
お、図９では、登録医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”によって
特定される医者が選ばれている例が示される（ＳＦ

1 
＝

１）。
【００５４】図９から明らかなように、モニタ装置１６
の表示画面が通常表示画面とされた際に内視鏡像と共に
表示されるべき文字情報“ＮＡＭＥ”、“ＩＤ”、“Ａ
ＧＥ”、“ＴＹＰＥ”、“ＣＯＭＭＥＮＴ”、“ＳＥ
Ｘ”、“ＦＡＣＩＬＩＴＹ”及び“Ｄｒ”のそれぞれに
対応して“ＯＮ／ＯＦＦ”が表示され、また日付（９９
／０９／２５）及び時刻（１０：５０：３１）のそれぞ
れを意味する文字情報“ＤＡＴＥ”及び“ＴＩＭＥ”の
それぞれに対応して“ＯＮ／ＯＦＦ”が表示される。一
方、文字情報“ＮＡＭＥ”、“ＩＤ”、“ＡＧＥ”、
“ＴＹＰＥ”、“ＣＯＭＭＥＮＴ”、“ＳＥＸ”、“Ｆ
ＡＣＩＬＩＴＹ”、“ＤＡＴＥ”及び“ＴＩＭＥ”のそ
れぞれはＯＮ／ＯＦＦフラグＦ

NA
、Ｆ

ID
、Ｆ

AG
、Ｆ

TY
、

Ｆ
CO
、Ｆ

SE
、Ｆ

FA
、Ｆ

Dr
、Ｆ

DA
及びＦ

TI
に対応させられ

る。
【００５５】図９に示すように、“ＯＮ／ＯＦＦ”には
カーソル４６が点滅表示され、カーソル４６は左右シフ
トキー４８Ｌ及び４８Ｒの押下操作により“ＯＮ”と
“ＯＦＦ”との間を左右に移動し、また上下シフトキー
４８Ｕ及び４８Ｄの押下操作により“ＯＮ／ＯＦＦ”の
縦列に沿って上下に移動するようになっている。本実施
形態では、各“ＯＮ／ＯＦＦ”表示の“ＯＮ”及び“Ｏ
ＦＦ”のいずれか一方だけが高濃度で表示され、その他
方は低濃度で表示される。
【００５６】例えば、文字情報“ＮＡＭＥ”を通常表示
画面上に表示する場合には、図９の例に示すように、そ
の“ＯＮ／ＯＦＦ”表示の“ＯＮ”側にカーソル４６を
移行させ、この状態でキーボード１８上の実行キー５２
（図１）を押下すると、その“ＯＮ”表示は高濃度とな
って、その“ＯＦＦ”表示は低濃度となり、このとき文
字情報“ＮＡＭＥ”に対応したＯＮ／ＯＦＦフラグＦ

NA

には“１”が与えられて、文字情報“ＮＡＭＥ”の通常
表示画面での表示が確定される。勿論、これとは反対
に、“ＯＮ／ＯＦＦ”表示の“ＯＦＦ”側にカーソル４
６を移行させ、この状態でキーボード１８上の実行キー
５２を押下すると、その“ＯＦＦ”表示は高濃度となっ
て、その“ＯＮ”表示は低濃度となり、このとき文字情
報“ＮＡＭＥ”に対応したＯＮ／ＯＦＦフラグＦ

NA
には

“０”が与えられて、文字情報“ＮＡＭＥ”の通常表示
画面での不表示が確定される。このようにして、その他
の文字情報についても通常表示画面上で表示すべきか否
かが選択される。なお、図５に示す例では、全ての文字
情報が表示されているので、図９に示す第２の文字情報
表示画面上では全ての“ＯＮ”表示は高濃度とされ、ま
た全てのＯＮ／ＯＦＦフラグ（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）には“１”

が与えられる。
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【００５７】モニタ装置１６の表示画面が図９に示すよ
うな第２の文字情報表示画面とされた状態で機能キー即
ち画面復帰キー５０

2 
が押下されると、モニタ装置１６

の表示画面は第２の文字情報表示画面から通常表示画面
（図５）に直ちに復帰させられ、このとき通常表示画面
上の文字情報の表示は上述したようにその該当ＯＮ／Ｏ
ＦＦフラグ（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）に与えられたフラグデータ

（“１”または“０”）に依存する。
【００５８】モニタ装置１６の表示画面が図９に示すよ
うな第２の文字情報表示画面とされているとき、表示切
換キー５０

1 
が更に押下されると、モニタ装置１６の表

示画面は第２の文字情報表示画面から図１１に示すよう
な第３の文字情報表示画面に切り換えられる。第３の文
字情報表示画面にも内視鏡像は表示されず、図１１に示
すような文字情報だけが表示され、これら文字情報に対
応する文字コードデータは不揮発性メモリ４４の表示位
置選択用メモリ領域ＰＲ

1 
ないしＰＲ

10
のそれぞれに格

納される。
【００５９】図１２を参照すると、表示位置選択用メモ
リ領域ＰＲ

1 
ないしＰＲ

10
の１つが模式的に示され、同

図に示すように、各表示位置選択用メモリ領域（ＰＲ
1 

～ＰＲ
10
）は文字コードデータ格納領域ＰＲＣとアドレ

ス／コードデータ書込み領域ＰＲＡとに分けられる。文
字コードデータ格納領域ＰＲＣには図１１に示すような
個々の文字情報に対応した文字コードデータがアドレス
データと共に格納され、アドレス／コードデータ書込み
領域ＰＲＡには通常表示画面で表示されるべき文字情報
に対応した文字コードデータＣＤ

NA
、ＣＤ

ID
、ＣＤ

AG
、

ＣＤ
TY
、ＣＤ

CO
、ＣＤ

SE
、ＣＤ

FA
、ＣＤ

Dr
、ＣＤ

DA
及び

ＣＤ
TI
がそれぞれの文字情報の表示位置データ即ちアド

レスデータＡＤ
NA
、ＡＤ

ID
、ＡＤ

AG
、ＡＤ

TY
、ＡＤ

CO
、

ＡＤ
SE
、ＡＤ

FA
、ＡＤ

Dr
、ＡＤ

DA
及びＡＤ

TI
と共に格納

される。
【００６０】モニタ装置１６の表示画面が図９に示すよ
うな第２の文字情報表示画面とされている状態で表示切
換キー５０

1 
が押下されると、ビデオＲＡＭ４２が一旦

クリアされ、その後に表示位置選択用メモリ領域ＰＲ
1 

ないしＰＲ
10
のいずれかの文字コードデータ格納領域Ｐ

ＲＣから文字コードデータがそのアドレスデータと共に
読み出され、次いで文字コードデータはそのアドレスデ
ータに基づいてモニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アド
レスに格納され、続いて文字コードデータはビデオＲＡ
Ｍ４２の該当アドレスに書き込まれる。かくして、モニ
タ装置１６の表示画面即ち第３の文字情報表示画面には
該文字コードデータに対応する文字情報が所定位置に表
示される。例えば、図７に示す第１の文字情報表示画面
で登録医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”が選択されている場合
には（ＳＦ

1 
＝１）、モニタ装置１６の表示画面が第２

の文字情報表示画面（図９）から第３の文字情報表示画
面に切り換えられると、第２の文字情報表示画面上での
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文字情報の表示は表示位置選択用メモリ領域ＰＲ

1 
の文

字コードデータ格納領域ＰＲＣに格納された文字コード
データ及びそのアドレスデータに基づいて行われる。勿
論、もし登録医者名“ＫＯＢＡＹＡＳＨＩ”が選択され
ている場合には（ＳＦ

6 
＝１）、第３の文字情報表示画

面上での文字情報の表示は表示位置選択用メモリ領域Ｐ
Ｒ

6 
の文字コードデータ格納領域ＰＲＣに格納された文

字コードデータ及びそのアドレスデータに基づくものと
なる。
【００６１】図１１に示す第３の文字情報表示画面で
は、モニタ装置１６の表示画面が通常表示画面とされて
いる際にその通常表示画面上に表示される文字情報の表
示位置が選択される。このような文字情報の表示位置選
択は登録医者名によって特定される医者の好みや要望に
基づいて行われる。なお、図１１では、登録医者名“Ｈ
ＨＡＹＡＳＨＩ”によって特定される医者が選ばれてい
る例が示される（ＳＦ

1
＝１）。

【００６２】図９に示す第２の文字情報表示画面の場合
と同様に、図１１に示す第３の文字情報表示画面にも、
モニタ装置１６の表示画面が通常表示画面とされた際に
内視鏡像と共に表示されるべき文字情報“ＮＡＭＥ”、
“ＩＤ”、“ＡＧＥ”、“ＴＹＰＥ”、“ＣＯＭＭＮＥ
Ｔ”、“ＳＥＸ”、“ＦＡＣＩＬＩＴＹ”及び“Ｄｒ”
のそれぞれに対応してＸＹ座標入力部が表示され、また
日付（９９／０９／２５）及び時刻（１０：５０：３
１）のそれぞれを意味する文字情報“ＤＡＴＥ”及び
“ＴＩＭＥ”のそれぞれに対応してもＸＹ座標入力部が
表示される。図１１から明らかなように、各ＸＹ座標入
力部はＸ座標値入力部とＹ座標値入力部とから成る。
【００６３】図１１に示す第３の文字情報表示画面上に
表示された文字情報“ＮＡＭＥ”、“ＩＤ”、“ＡＧ
Ｅ”、“ＴＹＰＥ”、“ＣＯＭＭＥＮＴ”、“ＳＥ
Ｘ”、“ＦＣＡＩＬＩＴＹ”、“ＤＡＴＥ”及び“ＴＩ
ＭＥ”のそれぞれは文字コードデータＣＤ

NA
、ＣＤ

ID
、

ＣＤ
AG
、ＣＤ

TY
、ＣＤ

CO
、ＣＤ

SE
、ＣＤ

FA
、ＣＤ

Dr
、Ｃ

Ｄ
DA
及びＣＤ

TI
のそれぞれに対応し、またそれぞれの文

字情報に対応したＸＹ座標入力部に示されたＸＹ座標値
はアドレスデータＡＤ

NA
、ＡＤ

ID
、ＡＤ

AG
、ＡＤ

TY
、Ａ

Ｄ
CO
、ＡＤ

SE
、ＡＤ

FA
、ＡＤ

Dr
、ＡＤ

DA
及びＡＤ

TI
のそ

れぞれに対応する。例えば、文字情報“ＮＡＭＥ”は文
字コードデータＣＤ

NA
に対応し、またそのアドレスデー

タＡＤ
NA
はＸＹ座標値(00;49) に対応する。文字情報

“ＮＡＭＥ”を通常表示画面上で表示すべく文字コード
データＣＤ

NA
が読み出されたとき、その文字コードデー

タＣＤ
NA
はそのアドレスデータＡＤ

NA
に基づいて不揮発

性メモリ４４のモニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アド
レスに格納され、次いで文字コードデータＣＤ

NA
はビデ

オＲＡＭ４２の該当アドレスに書き込まれる。かくし
て、文字情報“ＮＡＭＥ”は通常表示画面上で図５に示
すような表示位置で表示されることになる。即ち、文字

18
情報“ＮＡＭＥ”の先頭文字のＸＹ座標はアドレスデー
タＡＤ

NA
に対応したＸＹ座標値(00;49) となる。

【００６４】図１１に示す各文字情報のＸＹ座標値は図
５に例示された文字情報のそれぞれの表示位置に対応し
たものとされる。先に述べたように、図５の通常表示画
面に表示された文字情報の表示位置は標準化されたもの
であり、各文字情報の表示位置は図１１に示したＸＹ座
標値と一致したものとなっている。即ち、図１１に示し
たＸＹ座標値のそれぞれはその該当文字情報の表示位置
に対して所謂デフォルト値とされる。このようなデフォ
ルト値を変更することにより、通常表示画面上での文字
情報の表示位置を任意に変更することができる。
【００６５】モニタ装置１６の表示画面が図９に示す第
２の文字情報表示画面から第３の文字情報表示画面に切
り換えられると、図１１に示すように、ＸＹ座標入力部
にはカーソル４６が点滅表示され、このカーソル４６は
左右シフトキー４８Ｌ及び４８Ｒの押下操作によりＸ座
標値入力部とＹ座標値入力部との間を左右に移動し、ま
た上下シフトキー４８Ｕ及び４８Ｄの押下操作によりＸ
Ｙ座標入力部の縦列に沿って上下に移動するようになっ
ている。
【００６６】図１１に例示するように、カーソル４６が
文字情報“ＮＡＭＥ”のＸ座標値入力部で点滅されてい
る状態でキーボード１８から文字コードデータ即ち数字
コードデータが入力されると、その数字コードデータは
システムコントローラ２２によって表示位置選択用メモ
リ領域ＰＲ

1 
の文字コードデータ格納領域ＰＲＣ（図１

２）の所定アドレスに格納され、次いで該数字コードデ
ータはビデオＲＡＭ４２の該当アドレスにも書き込ま
れ、これにより文字情報“ＮＡＭＥ”のＸ座標値入力部
には該数字コードデータに対応した数値が表示される。
ここで、もし文字情報“ＮＡＭＥ”のＹ座標値入力部の
Ｙ座標値も変更される場合には、カーソル４６はＹ座標
値入力部に移動させられ、同様な態様でＹ座標値が入力
されてＹ座標値入力部に表示される。
【００６７】文字情報“ＮＡＭＥ”のＸ座標値入力部及
びＹ座標値入力部の変更値が確定した後、キーボード１
８上の実行キー５２（図１）を押下すると、そのＸＹ座
標値はシステムコントローラ２２に取り込まれ、そこで
上述した一次元マップによってアドレスデータに変換さ
れ、そのアドレスデータはアドレスデータＡＤ

NA
として

表示位置選択用メモリ領域ＰＲ
1 
のアドレス／コードデ

ータ書込み領域ＰＲＡに上書きされる。
【００６８】以上で述べた態様と同様な態様で、その他
の文字情報の表示位置データ即ちアドレスデータ（ＡＤ

ID
～ＡＤ

TI
）についても変更可能であり、かくして通常

表示画面上での個々の文字情報の表示位置を任意に変更
することができる。
【００６９】本実施形態においては、モニタ装置１６の
表示画面が図１１に示すような第３の文字情報表示画面
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とされている場合には、表示切換キー５０

1 
及び画面復

帰キーボード５０
2 
のいずれかが押下されたとき、モニ

タ装置１６の表示画面は通常表示画面に復帰されるよう
になっている。
【００７０】図１３を参照すると、システムコントロー
ラ２２で実行される表示切換監視ルーチンのフローチャ
ートが示される。なお、この表示切換監視ルーチンは例
えば10ms毎に繰り返し実行される時間割込みルーチンと
して構成され、その実行開始は画像信号処理ユニット１
２の電源ＯＮ／ＯＦＦスイッチがオンされてシステムコ
ントローラ２２で初期化処理が完了した後とされる。
【００７１】ステップ１３０１では、フラグＦ１が
“０”であるか否かが判断される。フラグＦ１はモニタ
装置１６の表示画面が図５に示すような通常表示画面か
ら図７に示すような第１の文字情報表示画面に切り換え
られたか否かを指示するためのものであり、このフラグ
Ｆ１はシステムコントローラ２２の初期化処理で“０”
とされる。Ｆ１＝０であるとき、ステップ１３０２に進
み、そこで表示切換スイッチ５０

1 
が押下されたか否か

が判断される。表示切換スイッチ５０
1 
の押下が確認さ

れないとき、本ルーチンは一旦終了する。その後、10ms
経過毎に本ルーチンは実行されるが、表示切換スイッチ
５０

1 
が押下されない限り、何等の進展もない。要する

に、ステップ１３０２では、表示切換スイッチ５０
1 
が

押下されたか否かが10ms毎に監視される。
【００７２】ステップ１３０２で表示切換スイッチ５０

1 
の押下が確認されると、ステップ１３０３に進み、そ

こでビデオＲＡＭ４２がクリアされる。次いで、ステッ
プ１３０４では、スイッチ回路３０

4 
がオフされ、これ

により画像信号処理回路３０からのビデオ信号の出力が
中断される。続いて、ステップ１３０５では、フラグＦ
１が“０”から“１”に書き換えられ、これによりモニ
タ装置１６の通常表示画面から第１の文字情報表示画面
への切換が指示される。
【００７３】ステップ１３０６では、フラグＦ２が
“０”であるか否かが判断される。フラグＦ２はモニタ
装置１６の表示画面が図７に示すような第１の文字情報
表示画面から図９に示すような第２の文字情報表示画面
に切り換えられたか否かを指示するためのものであり、
このフラグＦ２はシステムコントローラ２２の初期化処
理で“０”とされる。Ｆ２＝０であるとき、ステップ１
３０８に進み、そこでリスト表示処理ルーチンが実行さ
れ、これによりモニタ装置１６の通常表示画面から第１
の文字情報表示画面への切換が行われる。なお、リスト
表示処理ルーチンについては図１５に示すフローチャー
トを参照して後で詳細に説明する。
【００７４】ステップ１３０７でリスト表示処理ルーチ
ンが実行された後、ステップ１３０８に進み、そこで表
示切換スイッチ５０

1 
が押下されたか否かが判断され

る。表示切換スイッチ５０
1 
の押下が確認されないと

20
き、ステップ１３１８までスキップし、そこで画面復帰
スイッチ５０

2 
が押下されたか否かが判断される。画面

復帰スイッチ５０
2 
の押下が確認されないとき、本ルー

チンは一旦終了する。その後、10ms経過毎に本ルーチン
は繰り返されるが、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復

帰スイッチ５０
2 
のいずれかの押下が確認されない限

り、リスト表示処理ルーチンが繰り返し実行される（Ｆ
１＝１、Ｆ２＝０）。
【００７５】ステップ１３０８で表示切換スイッチ５０

1 
の押下が確認されると、ステップ１３０９に進み、そ
こでビデオＲＡＭ４２がクリアされる。次いで、ステッ
プ１３１０では、フラグＦ２が“０”から“１”に書き
換えられ、これによりモニタ装置１６の第１の文字情報
表示画面から第２の文字情報表示画面への切換が指示さ
れる。続いて、ステップ１３１１では、フラグＦ３が
“０”であるか否かが判断される。フラグＦ３はモニタ
装置１６の表示画面が図９に示すような第２の文字情報
表示画面から図１１に示すような第３の文字情報表示画
面に切り換えられたか否かを指示するためのものであ
り、このフラグＦ３はシステムコントローラ２２の処理
化処理で“０”とされる。Ｆ３＝０であるとき、ステッ
プ１３１２に進み、そこで表示項目選択処理ルーチンが
実行され、これによりモニタ装置１６の第２の文字情報
表示画面から第３の文字情報表示画面への切換が行われ
る。なお、表示項目選択処理ルーチンについては図１６
に示すフローチャートを参照して後で詳細に説明する。
【００７６】ステップ１３１２で表示項目選択処理ルー
チンが実行された後、ステップ１３１３に進み、そこで
表示切換スイッチ５０

1 
が押下されたか否かが判断され

る。表示切換スイッチ５０
1 
の押下が確認されないと

き、ステップ１３１８までスキップし、そこで画面復帰
スイッチ５０

2 
が押下されたか否かが判断される。画面

復帰スイッチ５０
2 
の押下が確認されないとき、本ルー

チンは一旦終了する。その後、10ms経過毎に本ルーチン
は繰り返されるが、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復

帰スイッチ５０
2 
のいずれかの押下が確認されない限

り、表示項目選択処理ルーチンが繰り返し実行される
（Ｆ１＝１、Ｆ２＝１、Ｆ３＝０）。
【００７７】ステップ１３１３で表示切換スイッチ５０

1 
の押下が確認されると、ステップ１３１４に進み、そ
こでビデオＲＡＭ４２がクリアされる。次いで、ステッ
プ１３１５では、フラグＦ３が“０”から“１”に書き
換えられ、これによりモニタ装置１６の第２の文字情報
表示画面から第３の文字情報表示画面への切換が指示さ
れる。続いて、ステップ１３１６では、表示位置選択処
理ルーチンが実行され、そこでモニタ装置１６の第２の
文字情報表示画面から第３の文字情報表示画面への切換
が行われる。なお、表示位置選択処理ルーチンについて
は図１７に示すフローチャートを参照して後で詳細に説
明する。
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【００７８】ステップ１３１６で表示項目選択処理ルー
チンが実行された後、ステップ１３１７に進み、そこで
表示切換ステップ５０

1 
が押下されたか否かが判断され

る。表示切換スイッチ５０
1 
の押下が確認されないと

き、ステップ１３１８に進み、そこで画面復帰スイッチ
５０

2 
が押下されたか否かが判断される。画面復帰スイ

ッチ５０
2 
の押下が確認されないとき、本ルーチンは一

旦終了する。その後、10ms経過毎に本ルーチンは繰り返
されるが、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復帰スイッ

チ５０
2 
のいずれかの押下が確認されない限り、表示位

置選択処理ルーチンが繰り返し実行される（Ｆ１＝１、
Ｆ２＝１、Ｆ３＝１）。
【００７９】ステップ１３１７で表示切換スイッチ５０

1 
の押下が確認された場合、或いはステップ１３１８で

画面復帰スイッチ５０
2 
の押下が確認された場合、ステ

ップ１３１９以降でモニタ装置１６の表示画面を通常表
示画面に復帰させる処理が行われる。
【００８０】即ち、ステップ１３１９では、先ず、ビデ
オＲＡＭ４２がクリアされ、次いでステップ１３２０で
スイッチ回路３０

4 
がオンされ、これにより画像信号処

理回路３０からのビデオ信号の出力が再開される。ステ
ップ１３２１では、不揮発性メモリ４４のリスト表示用
メモリ領域ＬＲの選択フラグデータ書込み領域ＬＲＦに
格納された選択フラグＳＦ

1 
ないしＳＦ

10
のうちのどの

選択フラグにフラグデータ“１”が与えられているかが
検索され、次いでステップ１３２２では、その検索結果
に基づいて、モニタ装置１６の表示画面が通常表示画面
に復帰される。例えば、ステップ１３２１の検索によ
り、選択フラグＳＦ

1 
が“１”であることが判明する

と、表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
1 
の選択フラグデー

タ書込み領域ＩＲＦに格納されたＯＮ／ＯＦＦフラグ
（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）と、表示位置選択用メモリ領域ＰＲ

1 
の

アドレス／コードデータ書込み領域ＰＲＡに格納された
文字コードデータ（ＣＤ

NA
～ＣＤ

TI
）並びにアドレスデ

ータ（ＡＤ
NA
～ＡＤ

TI
）とに基づいて、モニタ装置１６

の通常表示画面に個々の文字情報がそれぞれの表示位置
で内視鏡像と共に表示される。
【００８１】具体的に説明すると、例えば、ＯＮ／ＯＦ
ＦフラグＦ

NA
が“１”であれば、このＯＮ／ＯＦＦフラ

グＦ
NA
に対応する文字コードデータＣＤ

NA
がそのアドレ

スデータＡＤ
NA
と共に表示位置選択用メモリ領域ＰＲ

1 

のアドレス／コードデータ書込み領域ＰＲＡから読み出
され、該アドレスデータＡＤ

NA
に基づいてモニタ表示用

メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納され、次いで文字
コードデータＣＤ

NA
はビデオＲＡＭ４２の該当アドレス

に書き込まれる。かくして、文字コードデータＣＤ
NA
に

対応した文字情報“ＮＡＭＥ”はアドレスデータＡＤ
NA

に応じてモニタ装置１６の通常表示画面上の所定位置に
表示される。一方、もしＯＮ／ＯＦＦフラグＦ

NA
が

“０”であれば、ＯＮ／ＯＦＦフラグＦ
NA
に対応する文
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字コードデータＣＤ

NA
の読出しは禁止され、このため文

字情報“ＮＡＭＥ”はモニタ装置１６の通常表示画面で
表示されない。勿論、その他の文字情報についても、そ
の対応ＯＮ／ＯＦＦフラグ（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）が“１”であ

れば、文字情報“ＮＡＭＥ”と同様な態様でモニタ装置
１６の通常表示画面上の所定位置に表示される。
【００８２】ステップ１３２２でモニタ装置１６の通常
表示画面への復帰が完了すると、ステップ１３２３で
は、フラグＦ１、Ｆ２及びＦ３がそれぞれ“０”に戻さ
れる。その後、10ms経過毎に本ルーチンが実行され、表
示スイッチ５０

1 
の押下による表示画面の切換が監視さ

れる（ステップ１３０２）。
【００８３】なお、モニタ装置１６の表示画面が図７に
示すような第１の文字情報表示画面とされた状態で画面
復帰スイッチ５０

2 
が押下されたときも、またモニタ装

置の表示画面が図９に示すような第２の文字情報表示画
面とされた状態で画面復帰スイッチ５０

2 
が押下された

ときも、ステップ１３１９以降の画面復帰が実行され
る。
【００８４】図１５を参照すると、上述の表示切換監視
ルーチンのステップ１３０７で実行されるリスト表示処
理ルーチンのフローチャートが示される。
【００８５】ステップ１５０１では、不揮発性メモリ４
４のリスト表示用メモリ領域ＬＲの文字コードデータ格
納領域ＬＲＣから文字コードデータが読み出されて、モ
ニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納され、
次いで該文字コードデータがビデオＲＡＭ４２の該当ア
ドレスに書き込まれ、これによりモニタ装置１６の表示
画面は図５及び図６に示すような通常表示画面から図７
に示す第１の文字情報表示画面に切り換えられる。
【００８６】ステップ１５０２では、不揮発性メモリ４
４のリスト表示用メモリ領域ＬＲの選択フラグデータ書
込み領域ＬＲＦに格納された選択フラグＳＦ

1 
ないしＳ

Ｆ
10
のうちのいずれの選択フラグにフラグデータ“１”

が与えられているかが検索される。次いで、ステップ１
５０３では、その検索結果に基づいて、カーソル４６が
第１の文字情報表示画面上で所定位置で点滅表示され
る。即ち、図５及び図６に例示した通常表示画面では、
その文字情報の表示は医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”に対応
したものであるので、選択フラグＳＦ

1 
ないしＳＦ

10
の

うち選択フラグＳＦ
1 
だけに“１”が与えられているこ

とになり、このときカーソル４６は選択フラグＳＦ
1 
に

対応する医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”の下で点滅表示され
る。
【００８７】ステップ１５０４では、上下シフトキー４
８Ｕ及び４８Ｄの押下操作が監視される。上下シフトキ
ー４８Ｕ及び４８Ｄの押下操作が確認されたときは、ス
テップ１５０５に進み、カーソル４６が第１の文字情報
表示画面上で上下シフトキー４８Ｕ及び４８Ｄの押下操
作に従って移動させられ、次いでステップ１５０６では
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カーソル４６の移動に応じて選択フラグＳＦ

1 
ないしＳ

Ｆ
10
のフラグデータの書換が行われる。即ち、例えば、

カーソル４６が医者名“ＨＡＹＡＳＨＩ”から医者名
“ＮＡＭＩＫＩ”まで移動させられたとすると、医者名
“ＮＡＭＩＫＩ”に対応する選択フラグＳＦ

5 
だけに

“１”が与えられ、その他の選択フラグには“０”が与
えられる。
【００８８】ステップ１５０７では、キーボード１８の
操作による文字コードデータの入力等が行われたか否か
が監視される。即ち、登録医者名リストに対する登録医
者名の追加、変更及び削除に伴うキーボード１８の操作
が行われたか否かが監視される。もし登録医者名の追
加、変更及び削除に伴うキーボード１８の操作が確認さ
れた場合には、ステップ１５０８に進み、そこでリスト
表示用メモリ領域ＬＲの文字コードデータ格納領域ＬＲ
Ｃでの文字コードデータの追加、変更及び削除処理が実
行される。その後、リスト表示処理ルーチンは一旦終了
して図１３及び図１４に示す表示切換監視ルーチンに戻
る。
【００８９】ステップ１５０４で上下シフトキー４８Ｕ
及び４８Ｄのいずれの押下操作も確認されない場合に
は、ステップ１５０４からステップ１５０７までスキッ
プし、またステップ１５０７で登録医者名の追加、変更
及び削除に伴うキーボード１８の操作が確認されない場
合には、ステップ１５０８を迂回して図１３及び図１４
の表示切換監視ルーチンに戻る。
【００９０】なお、図１５に示すリスト表示処理ルーチ
ンは、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復帰スイッチ５

０
2 
のいずれもが押下操作されない限り、10ms経過毎に

繰り返し実行される。
【００９１】図１６を参照すると、図１３及び図１４の
表示切換監視ルーチンのステップ１３１２で実行される
表示項目選択処理ルーチンのフローチャートが示され
る。
【００９２】ステップ１６０１では、不揮発性メモリ４
４のリスト表示用メモリ領域ＬＲの選択フラグデータ書
込み領域ＬＲＦに格納された選択フラグＳＦ

1 
ないしＳ

Ｆ
10
のうちのいずれの選択フラグにフラグデータ“１”

が与えられているかが検索される。次いで、ステップ１
６０２では、その検索結果に基づいて第１の文字情報表
示画面から第２の文字情報表示画面への切換が行われ
る。即ち、例えば、選択フラグＳＦ

1 
が“１”であると

き、表示項目選択用メモリ領域ＩＲ
1 
の文字コードデー

タ格納領域ＩＲＣから文字コードデータが読み出され
て、モニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納
され、次いで該文字コードデータがビデオＲＡＭ４２の
該当アドレスに書き込まれ、これによりモニタ装置１６
の表示画面は図７に示す第１の文字情報表示画面から図
９に示す第２の文字情報表示画面に切り換えられる。続
いて、ステップ１６０３では、カーソル４６が図９の第
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２の文字情報表示画面に示す初期位置で点滅表示され
る。
【００９３】ステップ１６０４では、上下シフトキー４
８Ｕ及び４８Ｄと左右シフトキー４８Ｌ及び４８Ｒとの
押下操作が監視される。これらシフトキーのいずれかの
押下操作が確認されたときは、ステップ１６０５に進
み、カーソル４６が第２の文字情報表示画面上でシフト
キー４８Ｕ、４８Ｄ、４８Ｌ及び４８Ｒのいずれかの押
下操作に従って移動させられる。
【００９４】ステップ１６０６では、キーボード１８上
の実行キー５２が押下操作されたか否かが監視される。
実行キー５２の押下操作が確認されると、ステップ１６
０７に進み、そこで当該“ＯＮ／ＯＦＦ”のうちのカー
ソル４６で選択された側の表示濃度が高く設定される。
次いで、ステップ１６０８では、その該当“ＯＮ／ＯＦ
Ｆ”のうちのカーソル４６で選択された側が“ＯＮ”で
あれば、それに対応したＯＮ／ＯＦＦフラグ（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）に“１”が設定され、その該当“ＯＮ／ＯＦＦ”の
うちのカーソル４６で選択された側が“ＯＦＦ”であれ
ば、それに対応したＯＮ／ＯＦＦフラグ（Ｆ

NA
～Ｆ

TI
）

に“０”が設定される。その後、リスト表示処理ルーチ
ンは一旦終了して図１３及び図１４に示す表示切換監視
ルーチンに戻る。
【００９５】ステップ１６０４でシフトキー４８Ｕ、４
８Ｄ、４８Ｌ及び４８Ｒのいずれの押下操作も確認され
ない場合には、ステップ１６０４からステップ１６０６
にスキップし、またステップ１６０６で実行キー５２の
押下操作が確認されない場合には、ステップ１６０７及
び１６０８を迂回して図１３及び図１４の表示切換監視
ルーチンに戻る。
【００９６】なお、図１６に示す表示項目選択処理ルー
チンは、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復帰スイッチ

５０
2 
のいずれもが押下操作されない限り、10ms経過毎

に繰り返し実行される。
【００９７】図１７を参照すると、図１３及び図１４の
表示切換監視ルーチンのステップ１３１６で実行される
表示位置選択処理ルーチンのフローチャートが示され
る。
【００９８】ステップ１７０１では、不揮発性メモリ４
４のリスト表示用メモリ領域ＬＲの選択フラグデータ書
込み領域ＬＲＦに格納された選択フラグＳＦ

1 
ないしＳ

Ｆ
10
のうちのいずれの選択フラグにフラグデータ“１”

が与えられているかが検索される。次いで、ステップ１
７０２では、その検索結果に基づいて第２の文字情報表
示画面から第３の文字情報表示画面への切換が行われ
る。即ち、例えば、選択フラグＳＦ

1 
が“１”であると

き、表示位置選択用メモリ領域ＰＲ
1 
の文字コードデー

タ格納領域ＰＲＣから文字コードデータが読み出され
て、モニタ表示用メモリ領域ＭＲの所定アドレスに格納
され、次いで該文字コードデータがビデオＲＡＭ４２の
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該当アドレスに書き込まれ、これによりモニタ装置１６
の表示画面は図９に示す第２の文字情報表示画面から図
１１に示す第３の文字情報表示画面に切り換えられる。
続いて、ステップ１７０３では、カーソル４６が図１１
の第２の文字情報表示画面に示す初期位置、即ち文字情
報“ＮＡＭＥ”に対応したＸＹ座標入力部のＸ座標値入
力部で点滅表示される。
【００９９】ステップ１７０４では、上下シフトキー４
８Ｕ及び４８Ｄと左右シフトキー４８Ｌ及び４８Ｒとの
押下操作が監視される。これらシフトキーのいずれかの
押下操作が確認されたときは、ステップ１７０５に進
み、カーソル４６が第３の文字情報表示画面上でシフト
キー４８Ｕ、４８Ｄ、４８Ｌ及び４８Ｒのいずれかの押
下操作に従って移動させられる。
【０１００】ステップ１７０６では、キーボード１６上
の数字入力キーの押下操作が監視される。数字入力キー
の押下操作が確認されると、ステップ１７０７に進み、
そこで数字入力キーの押下操作により入力された数字コ
ードデータが該当表示位置選択用メモリ領域（ＰＲ

1 
～

ＰＲ
10
）の文字コードデータ格納領域ＰＲＣに格納さ

れ、このとき該数字コードデータはモニタ表示用メモリ
領域ＭＲの所定アドレスにも格納され、次いでビデオＲ
ＡＭ４２の該当アドレスに書き込まれ、これにより数字
コードデータに対応した数値がカーソル４６で指示され
たＸ座標値入力部或いはＹ座標値入力部に座標値として
表示される。例えば、カーソル４６が図１１に示すよう
に文字情報“ＮＡＭＥ”に対応したＸＹ座標入力部のＸ
座標値入力部側で点滅表示されている状態で数字コード
データが入力されたとすると、Ｘ座標値入力部の数値表
示“00”が該数値コードデータに対応した数値に置き換
えられる。
【０１０１】ステップ１７０８では、キーボード１８上
の実行キー５２が押下操作されたか否かが監視される。
実行キー５２の押下操作が確認されると、ステップ１７
０９に進み、そこでカーソル４６で指示されたＸＹ座標
入力部のＸ座標値及びＹ座標値がシステムコントローラ
２２でアドレスデータに変換され、そのアドレスデータ
は表示位置選択用メモリ領域（ＰＲ

1 
～ＰＲ

10
）のいず

れかのアドレス／コードデータ格納領域ＰＲＡのアドレ
スデータ（ＡＤ

NA
～ＡＤ

TI
）の該当するものと置き換え

られる。
【０１０２】ステップ１７０４でシフトキー４８Ｕ、４
８Ｄ、４８Ｌ及び４８Ｒのいずれの押下操作も確認され
ない場合には、ステップ１７０４からステップ１７０６
までスキップし、またステップ１７０６で実行キー５２
の押下操作が確認されない場合には、ステップ１７０８
までスキップし、ステップ１７０８で実行キー５２の押
下操作が確認されない場合には、ステップ１７０９を迂
回して図１３及び図１４の表示切換監視ルーチンに戻
る。 *
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*【０１０３】なお、図１７に示す表示位置選択処理ルー
チンは、表示切換スイッチ５０

1 
及び画面復帰スイッチ

５０
2 
のいずれもが押下操作されない限り、10ms経過毎

に繰り返し実行される。
【０１０４】本明細書の導入部で述べたように、本発明
は内視鏡像がモニタ装置の表示画面に全体に表示される
場合に特に有用なものであるが、しかしモニタ装置の表
示画面の一部に内視鏡像を表示するような場合にも本発
明を適用し得ることが理解されるべきである。
【０１０５】
【発明の効果】以上の記載から明らかなように、本発明
による電子内視鏡装置においては、モニタ装置の通常表
示画面上で種々の文字情報の表示位置を医者毎の要望や
好みに応じて変更することができるだけでなく、種々の
文字情報については表示すべきか否かを選択することも
可能であるので、個々の医者に電子内視鏡装置に対する
最良の使用環境を与えることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を実施した電子内視鏡装置の全体を示す
概略図である。
【図２】図１に示した電子内視鏡装置の概略ブロック図
である。
【図３】図２に示したブロック図の一部を詳細に示す詳
細ブロック図である。
【図４】図２及び図３に示す不揮発性メモリ内部を概念
的に示すブロック図である。
【図５】図１に示すモニタ装置の通常表示画面の一例を
示す模式図である。
【図６】図５に示すモニタ装置の通常表示画面に可変文
字情報を表示した例を示す模式図である。
【図７】図５に示すモニタ装置の表示画面を通常表示画
面から第１の文字情報表示画面に切り換えた際の模式図
である。
【図８】図４に示した不揮発性メモリのリスト表示用メ
モリ領域の内部を概念的に示すブロック図である。
【図９】図７に示すモニタ装置の第１の文字情報表示画
面から第２の文字情報表示画面に切り換えた際の模式図
である。
【図１０】図４に示した不揮発性メモリの表示項目選択
用メモリ領域の内部を概念的に示すブロック図である。
【図１１】図９に示すモニタ装置の第２の文字情報表示
画面から第３の文字情報表示画面に切り換えた際の模式
図である。
【図１２】図４に示した不揮発性メモリの表示位置選択
用メモリ領域の内部を概念的に示すブロック図である。
【図１３】図２及び図３に示すシステムコントローラで
実行される表示切換監視ルーチンのフローチャートの一
部分である。
【図１４】図２及び図３に示すシステムコントローラで
実行される表示切換監視ルーチンのフローチャートの残
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りの部分である。
【図１５】図１３及び図１４に示す表示切換監視ルーチ
ンでサブルーチンとして実行されるリスト表示処理ルー
チンのフローチャートである。
【図１６】図１３及び図１４に示す表示切換監視ルーチ
ンでサブルーチンとして実行される表示項目選択処理ル
ーチンのフローチャートである。
【図１７】図１３及び図１４に示す表示切換監視ルーチ
ンでサブルーチンとして実行される表示位置選択処理ル
ーチンのフローチャートである。
【符号の説明】
１６  モニタ装置 *

28
*１８  キーボード
２２  システムコントローラ
２４  撮像センサ
３０  画像信号処理回路
３４  タイミングコントローラ
３６  文字情報表示回路
３８  制御回路
４０  キャラクタＲＯＭ
４２  ビデオＲＡＭ
４４  不揮発性メモリ
４６  カーソル

【図１】 【図２】

【図５】
【図６】
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【図３】 【図４】

【図７】

【図８】

【図９】

【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】
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